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成 26年 3月までの間に 72.2%減少した。最大の
線量は平成 23年 6月に渡利地区で観測された















ム 137・134による内部被曝は今後の障害で 1 mv
未満になると推定されている。
　また，検査を受けた人のうちでの預託実行線量
（セシウム 137・134）の最大値は 3 mSvであっ
た。
　3-3.　内部被曝について ②
　福島県産の食品による内部被曝について考え
る。現在，福島県産の食品は出荷の際に放射線量
